
この子でも出来るから 
この子だから出来る！への転換 

光明特別支援学校

NPO法人　支援機器普及促進協会 
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A Credo for Support (Japanese version)



公平と尊重ではなく、救済と慈悲で応じてしまう 
という危険 

指示したり、矯正したり、指導したりしないで下さい 

理論や方法論に、私を当てはめようとしないで下さい 

支援してください。そうすれば私なりのやり方で社会
に貢献できるのです



「気持ちを伝えたい」宮ぷードキュメンタリー



今も世界中で、「意思を伝えたい」と願
いながら伝えられない人がいます



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部１年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




40年ギャップ



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



http://knn.typepad.com/knn/2014/03/2027年アメリカ人の65は今までになかった新たな職業に就職する-
キャシーデビッドソン-デュー.html

http://knn.typepad.com/knn/2014/03/2027%E5%B9%B4%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E4%BA%BA%E3%81%AE65%E3%81%AF%E4%BB%8A%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%81%8B%E3%81%A3%E3%81%9F%E6%96%B0%E3%81%9F%E3%81%AA%E8%81%B7%E6%A5%AD%E3%81%AB%E5%B0%B1%E8%81%B7%E3%81%99%E3%82%8B-%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%87%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%89%E3%82%BD%E3%83%B3-%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%BC.html
http://knn.typepad.com/knn/2014/03/2027%E5%B9%B4%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E4%BA%BA%E3%81%AE65%E3%81%AF%E4%BB%8A%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%81%8B%E3%81%A3%E3%81%9F%E6%96%B0%E3%81%9F%E3%81%AA%E8%81%B7%E6%A5%AD%E3%81%AB%E5%B0%B1%E8%81%B7%E3%81%99%E3%82%8B-%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%87%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%89%E3%82%BD%E3%83%B3-%E3%83%87%E3%83%A5%E3%83%BC.html


https://www.ted.com/talks/aimee_mullins_the_opportunity_of_adversity?language=ja

https://www.ted.com/talks/aimee_mullins_the_opportunity_of_adversity?language=ja


そんな福祉機器が、もし、「かっこいい」「かわいい」という印象を伴う、誰もが「欲しいもの」に変われ
ば、それを必要とする方や、使っている方への偏見に似た「負い目」や「印象」は大きく変わるはずです。 
　私達の提案する超福祉とは、「負い目」というものに似た「心のバリア」を「憧れ」へ転換させる提案で
す。従来の福祉には、ゼロ以下にある人たちをゼロに引き上げようとする視点があるように思います。一方
で、私たちの目指す「超福祉」の視点は、そもそも全員ゼロ以上の地点にいて、その違いを認め合おうとす
るものです。さらに言えば、ハンディキャップがある人＝障害者が、あるようには見えない人＝健常者より
も「かっこいい」あるいは「凄い」と尊敬される未来をさして「超福祉」と呼んでいます。

http://www.peopledesign.or.jp

http://www.peopledesign.or.jp


ADL(Activities of Daily Living) 
から 

QOL(Quality of Life) 
へ



Finger Reader



Using Google Glass to Caption Conversations



Google Gesture



Tobii PCEye



Eyedrivomatic for Hackaday Prize



就労（職業感）



この子でも出来る！ 

適切な支援があれば・・



http://www.rikagaku.co.jp/handicapped/chairperson.php

http://www.rikagaku.co.jp/handicapped/chairperson.php




この子だから出来る！ 

障害があるが故の特性を活かす・・



その他



オスカー・ピストリウス

ブレード・ランナー



http://iphone-mania.jp/news-124948/

http://iphone-mania.jp/news-124948/


http://www.asahikawa-travel.com/g-6-2.html

http://www.asahikawa-travel.com/g-6-2.html


http://www.nobupiano1988.com

http://www.universal-music.co.jp/stevie-wonder/

http://www.nobupiano1988.com
http://www.universal-music.co.jp/stevie-wonder/


読み書きのできないダウン症の女性。 
ハンデを武器に「天職」で大活躍

http://whats.be/124718

http://whats.be/124718


http://withnews.jp/article/
f0151205000qq000000000000000W00o0401
qq000012810A

http://withnews.jp/article/f0151205000qq000000000000000W00o0401qq000012810A
http://withnews.jp/article/f0151205000qq000000000000000W00o0401qq000012810A
http://withnews.jp/article/f0151205000qq000000000000000W00o0401qq000012810A


http://blogs.yahoo.co.jp/ysqtj334

http://blogs.yahoo.co.jp/ysqtj334


http://jp.wsj.com/articles/SB10001424052702303702904579472530809527894

http://jp.wsj.com/articles/SB10001424052702303702904579472530809527894


国内著書



























｢この子らを世の光に｣

「この子らはどんな重い障害をもっていても、だれと取り替えることもで
きない個性的な自己実現をしているものである。人間と生まれて、その人
なりに人間となっていくのである。その自己実現こそが創造であり生産で
ある。私たちの願いは、重症な障害をもったこの子たちも立派な生産者で
あるということを、認め合える社会をつくろうということである。『この
子らに世の光を』あててやろうという哀れみの政策を求めているのではな
く、この子らが自ら輝く素材そのものであるから、いよいよ磨きをかけて
輝かそうというのである。『この子らを世の光に』である。（「糸賀一雄
著作集３」より引用）



http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

